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<専任教員報告> 

2012 年度教員活動報告 

梅林 宏道（センター長） 
 

I. 教育 

(1) 担当科目 「核兵器とは何か」（全学モジュール I「核兵器のない世界を目指して」）

の一部分担 

(2) 特別講義 「『核兵器のない世界』に向けた世界の取り組み」（国際健康開発研究科） 

 

II. 研究 

(1) 主要研究テーマ 

 核軍縮・不拡散に関する世界の現状 

 北東アジア非核化に関する諸問題 

 朝鮮民主主義人民共和国（DPRK、北朝鮮）の核問題 

(2) 著書・論文・学会誌寄稿など 

 「イアブック：核軍縮・平和―市民と自治体のために」 

（監修と執筆, 発行：NPO 法人ピースデポ, 発売元：高文研） 

 「核軍縮：2011 年の概観」 

（梅林宏道監修『イアブック：核軍縮・平和―市民と自治体のために』,  

発行：NPO 法人ピースデポ, 発売元：高文研, pp.12-24） 

 「『状況を動かす。担い手を育てる』を初心として」 

（日本軍縮学会ニュースレター, No.11, 2012 年 7 月 2 日） 

 “Research Center for Nuclear Weapons Abolition, Nagasaki University, 

established and hoping to shift Conditions toward a World Free of Nuclear 

Weapons and Raise Youth Leaders” 

（Peace Studies Bulletin, No. 31, Peace Studies Association of Japan, 

November 2012） 

 「人道原理とオバマ大統領の核兵器削減とはいかなる関係にあるか」 

（『レクナの目』, 2012 年 8 月 23 日） 

 “A Possible Approach for Establishing a Northeast Asia 

Nuclear-Weapon-Free Zone” 

（『レクナの目』, 2013 年 1 月 30 日） 

(3) 学会発表 

 “A Possible Approach for Establishing a Northeast Asia 

Nuclear-Weapon-Free Zone” 

（24th United Nations Conference on Disarmament Issues in Shizuoka, 

Japan, 30 January 2013 - 1 February 2013） 

 “Phasing out nuclear deterrence regionally through nuclear-weapon-free 

zones” 

（Nuclear Abolition Forum Expert Panel, Vienna, May 9, 2012） 

 基調講演「北東アジア非核兵器地帯―いま包括的アプローチを必要としている」 

（国際シンポジウム『北東アジアの非核化へ向けて』（主催：広島市立大学など）, 

2012 年 7 月 28 日） 

 基調講演「非核兵器地帯：核なき世界への道」 

（IPPNW 世界大会・非核兵器地帯ワークショップ, 2012 年 8 月 24 日） 

(4) その他 

 Workshop “New Approach to Security in Northeast Asia: Breaking the 

Gridlock” 

（cosponsored by Nautilus Institute and Woodrow Wilson International 

Center for Scholars, October 9-10, 2012, Washington DC 参加） 

 “Developing a Comprehensive Approach to a NEA-NWFZ” 
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（Workshop I, December 7-8, 2012 主催・参加） 

 2015 年 NPT 再検討会議第 1 回準備委員会（ウィーン）報告集会,  

「PNND 国際ネットワークの活動について」 

（主催：PNND 日本/RECNA, 衆議院第 2 議員会館, 2012 年 5 月 17 日） 

 RECNA NPT ブログ執筆分担 

 RECNA 国連総会第 1 委員会ブログ執筆分担 

 RECNA Dispatches from Nagasaki 執筆分担 

  

III. 地域貢献 

(1) 地域活動 

 NPT 再検討会議準備委員会―帰国報告会 

（主催：核兵器廃絶地球市民長崎集会実行委員会, 2012 年 6 月 24 日） 

 第 37 回カトリック正義と平和全国集会・2012 長崎大会：分科会「核兵器廃絶

をめぐる今」（ 2012 年 10 月 8 日） 

 平成 24 年度核兵器廃絶市民講座・第 1 回「核兵器と核軍縮の現状は？」 

（主催：核兵器廃絶長崎連絡協議会, 2012 年 11 月 27 日） 

 公開国際シンポジウム 

「北東アジア非核兵器地帯の実現へ―新しいアプローチの可能性」 

（主催：RECNA など, 長崎大学新棟 4 階ホール, 2012 年 12 月 8 日） 

 公開国際シンポジウム 

「北東アジア非核兵器地帯の実現へ―地域安全保障のための包括的アプローチ」 

（主催：RECNA など, 明治学院大学本館 10 階大会議場, 2012 年 12 月 10 日） 

 第 2 回平和市長会議国内加盟都市会議で講演「核兵器のない世界へ―現状と課

題」（長崎市, 2013 年 1 月 17 日） 

(2) 外部委員 

 長崎平和宣言起草委員会 

 明治学院大学国際平和研究所研究員 

 日本軍縮学会監事 

 核軍縮・不拡散議員連盟（PNND）日本相談役 

 核軍縮・不拡散議員連盟（PNND）東アジア・コーディネーター 

 NPO 法人ピースデポ 特別顧問 

 

IV. 校務分掌 

(1) 校務分掌 

 教育研究評議会委員 

 連絡調整会議委員 


